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比例と反比例 反比例の式を使って②

Ì 2023.5.18(木)

反比例する量（誤答例）

比例・反比例の問題にかぎらず，文字式や方程式でもでてくる三角形の面積にかんする典型的な

まちがい例です。

文字を使った三角形の面積の問題に初めて出会う生徒のほとんどが，

１度は上のような間違いをします。

反比例の例でいえば，

これまで，反比例の式として，うんざりするほど，ｙ＝ （ａは定数）の形を導いてきました。

だから，もう，反比例だから，三角形であろが台形であろうが，ｙ＝ の形にもっていかなけれ

ば，という”義務感”にさいなまれていて…

わざわざ【考え方】に三角形の求積公式を確認してあげているのに，これらを完全に無視して，
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上の誤答のようにｙ＝ とすることで，心が落ち着きます。

反比例，χｙ＝２４に決まっておる，という先入観が先走ります。

まわりはな～んも見えなくなります。

「三角形の面積の公式は，底辺×高さ÷２でしょ？」

といっても，”ぽか～ん”としています。

反比例に÷２なんてのはないのですね。このようなまちがいをする生徒にとっては…。

しかし，χ×ｙ÷２＝２４

χｙ＝４８

ｙ＝

という答案を示してあげると…

”しぶしぶ”自分のまちがいを認めます。

が，なんかまだまだ心の底では，ｙ＝ のほうが正しいと思っているようで…

賢い生徒は，再テストをすると，きちんｙ＝ と答えますが，

再テストでも再びｙ＝ と答える生徒も，それなりにおります。

さて，どうしたらいいものやら…

やはり，表面的な攪乱条件に左右されない本質でものごとを考える学力

を育てることでしょうか。

三角形の面積は，いかなる条件下でも，「底辺×高さ÷２」です。

”本質で”問題を解く技術を教える
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